




○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………… 3

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ……………………………………………………………… 4

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 …………………………………………… 4

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 …………………………………………… 4

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ………………………………………… 4

（４）追加情報 ……………………………………………………………………………………………… 4

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………… 5

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………… 5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………… 7

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………… 7

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………… 8

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………… 9

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………… 10

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………… 10

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………… 10

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………… 10

決算短信（宝印刷） 2016年11月10日 10時02分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

りらいあコミュニケーションズ株式会社（4708）　平成29年３月期　第２四半期決算短信

- 1 -



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における国内経済は、輸出・生産面に新興国経済の減速の影響がみられるものの、基

調としては緩やかな回復を続けました。当社グループが属するBPO(ビジネス・プロセス・アウトソーシング)業界で

は、企業の構造改革やコスト削減推進による堅調なアウトソーシング需要の動きが引き続き見られました。

こうした中、当社グループは「中期経営計画2020」及び「事業戦略2018」に基づく年度計画を着実に推進いたし

ました。施策面では、第２四半期連結会計期間において、主にフィリピンでCRMサービスを提供しているSPi CRM,

Inc.及びInfocom Technologies, Inc.を連結子会社とし、成長基調にあるアジア太平洋地域及び北米を中心とする

英語圏での事業推進体制を大幅に強化しました。また、多言語でのコンタクトセンターニーズの高まりに応えるべ

く多言語通訳サービスを開始したほか、IBM Watsonエコシステムプログラムパートナーへの選定など新たな顧客対

応サービスの開発を推進いたしました。

売上面では、既存継続業務は概ね安定的に推移し、公益、官公庁向けを中心としたスポット業務などを受託しま

した。利益面では、公共、流通、製造、サービス向け等複数の新規受注業務において先行的な負担、フィールドオ

ペレーション事業において顧客の要求水準についての認識相違による一時的な負担、企業買収に伴う一過性のコス

トや法定福利費の一時的な増加等がありました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、連結売上高45,530百万円(前年同四半期比19.4％増)、営

業利益2,173百万円(同25.8％増)、経常利益2,147百万円(同22.7％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益1,410百

万円(同23.6％増)となりました。

セグメント別の業績は以下の通りです。

コンタクトセンター事業

前年度にあった一部顧客向け業務やスポット業務の終了の影響があったものの、既存継続業務は概ね安定的に推

移したほか、堅調なアウトソーシング需要を背景に新規業務を獲得しました。また、電力システム改革に係る業務

や官公庁向けスポット業務などを受託しました。以上の結果、当事業の売上高は34,932百万円(同17.9％増)となり

ました。

バックオフィス事業

官公庁向けスポット業務を受託したことや情報向け業務の拡大などにより、当事業の売上高は7,201百万円(同

39.2％増)となりました。

フィールドオペレーション事業

営業支援業務では採算性向上を狙い引き続き選別受注を進めるなどした結果、当事業の売上高は3,395百万円(同

1.8％増)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、67,724百万円となり、前連結会計年度末比10,979百万円の増

加となりました。主な増加は、現金及び預金10,478百万円、受取手形及び売掛金1,885百万円、のれん15,700百万

円であり、主な減少は、預け金17,000百万円です。

負債は、23,523百万円となり、前連結会計年度末比10,980百万円の増加となりました。主な増加は、買掛金415

百万円、短期借入金10,000百万円、未払消費税等を含む流動負債のその他462百万円です。

純資産は、44,200百万円となり、前連結会計年度末比0百万円の減少となりました。主な増加は、親会社株主に

帰属する四半期純利益1,410百万円であり、主な減少は、剰余金の配当金による支払1,033百万円、その他有価証

券評価差額金392百万円によるものです。

　以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の77.9％から65.3％となりました。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、20,521百万円となり、前第２四半期連結累計期間

と比較して1,087百万円の増加となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によって獲得したキャッシュ・フローは、2,632百万円(前年同四半期は786百万円の使用)となりまし

た。主な増加は、税金等調整前当期純利益2,147百万円、売上債権の減少額852百万円及び減価償却費422百万円で

あり、主な減少は、法人税等の支払額1,082百万円です。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によって使用したキャッシュ・フローは、3,421百万円(前年同四半期は190百万円の獲得)となりまし

た。主な増加は、定期預金及び預け金の減少額16,700百万円であり、主な減少は、連結の範囲の変更を伴う子会

社株式の取得による支出18,688百万円、及び投資有価証券の取得による支出700百万円です。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によって獲得したキャッシュ・フローは、8,967百万円(前年同四半期は1,155百万円の使用)となりま

した。主な増加は、短期借入金の増減額10,000百万円であり、主な減少は、配当金の支払額1,035百万円によるも

のです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向及び平成28年9月30日に買収を完了したSPi CRM, Inc.及びInfocom Technologies, Inc.の連結等

の影響を踏まえ、平成28年5月13日の「平成28年３月期 決算短信」で開示いたしました通期の業績予想を変更する

ことといたしました。詳細は、本日開示いたしました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は様々な要因に

よって、予想数値と異なる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

当第２四半期連結会計期間において、主にフィリピンでCRMサービスを提供しているSPi CRM, Inc.及びInfocom

Technologies, Inc.を連結子会社としております。

この結果、平成28年9月30日現在で、当社グループの連結子会社は7社、持分法適用関連会社は4社となりまし

た。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

　（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　これによる当第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書に与える影響は軽微です。

（４）追加情報

　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,743 21,221

受取手形及び売掛金 13,326 15,211

仕掛品 1,234 1,280

貯蔵品 23 24

預け金 17,000 －

その他 1,379 1,886

貸倒引当金 △13 △43

流動資産合計 43,693 39,582

固定資産

有形固定資産 2,210 3,650

無形固定資産

のれん 12 15,712

その他 660 638

無形固定資産合計 672 16,350

投資その他の資産 10,167 8,141

固定資産合計 13,051 28,142

資産合計 56,744 67,724

負債の部

流動負債

買掛金 2,229 2,645

短期借入金 － 10,000

未払金 5,960 6,276

未払法人税等 1,211 1,081

賞与引当金 796 755

役員賞与引当金 31 17

資産除去債務 － 20

その他 1,071 1,533

流動負債合計 11,301 22,330

固定負債

役員退職慰労引当金 20 20

退職給付に係る負債 248 261

資産除去債務 871 898

その他 101 13

固定負債合計 1,242 1,193

負債合計 12,543 23,523
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 998 998

資本剰余金 1,112 1,112

利益剰余金 42,135 42,511

自己株式 △592 △592

株主資本合計 43,654 44,030

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 795 403

為替換算調整勘定 1 △3

退職給付に係る調整累計額 △249 △231

その他の包括利益累計額合計 547 168

非支配株主持分 － 1

純資産合計 44,201 44,200

負債純資産合計 56,744 67,724
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 38,133 45,530

売上原価 32,648 39,100

売上総利益 5,485 6,430

販売費及び一般管理費 3,756 4,256

営業利益 1,728 2,173

営業外収益

受取利息 7 3

受取配当金 15 17

受取手数料 8 8

投資事業組合運用益 16 －

その他 7 4

営業外収益合計 55 34

営業外費用

持分法による投資損失 29 55

為替差損 1 3

その他 0 1

営業外費用合計 32 60

経常利益 1,750 2,147

税金等調整前四半期純利益 1,750 2,147

法人税、住民税及び事業税 604 819

法人税等調整額 14 △81

法人税等合計 619 737

四半期純利益 1,130 1,410

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △10 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,141 1,410
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 1,130 1,410

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 60 △392

退職給付に係る調整額 1 18

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △4

その他の包括利益合計 62 △379

四半期包括利益 1,193 1,031

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,204 1,031

非支配株主に係る四半期包括利益 △10 －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,750 2,147

減価償却費 382 422

のれん償却額 25 6

引当金の増減額（△は減少） △11 △53

受取利息及び受取配当金 △22 △21

持分法による投資損益（△は益） 29 55

売上債権の増減額（△は増加） △779 852

たな卸資産の増減額（△は増加） △74 △47

仕入債務の増減額（△は減少） 154 △35

未払金の増減額（△は減少） △212 250

その他 △1,082 110

小計 158 3,688

利息及び配当金の受取額 24 26

利息の支払額 － △0

法人税等の支払額 △969 △1,082

営業活動によるキャッシュ・フロー △786 2,632

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △238 △378

投資有価証券の取得による支出 － △700

定期預金の増減額（△は増加） 900 2,000

預け金の増減額（△は増加） － 14,700

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △18,688

その他 △470 △354

投資活動によるキャッシュ・フロー 190 △3,421

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） － 10,000

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△120 －

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △1,035 △1,035

その他 － 2

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,155 8,967

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,750 8,178

現金及び現金同等物の期首残高 21,184 12,343

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,434 20,521
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

コンタクトセン
ター事業

バックオフィス
事業

フィールドオペ
レーション事業

計

売上高

　外部顧客への
　売上高

29,624 5,173 3,336 38,133 － 38,133

　セグメント間
　の内部売上高
　又は振替高

29 16 23 69 △69 －

計 29,653 5,189 3,359 38,202 △69 38,133

セグメント利益 1,282 241 204 1,728 △0 1,728

(注) １．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

コンタクトセン
ター事業

バックオフィス
事業

フィールドオペ
レーション事業

計

売上高

　外部顧客への
　売上高

34,932 7,201 3,395 45,530 － 45,530

　セグメント間
　の内部売上高
　又は振替高

3 26 11 40 △40 －

計 34,936 7,227 3,407 45,571 △40 45,530

セグメント利益 1,481 698 △6 2,174 △0 2,173

(注) １．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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